
  
東海体育学会第 67 回大会のご案内	

	

実行委員長	 	 秦	真人（愛知学泉短期大学）	

	

この度，東海体育学会第 67 回大会を愛知学泉短期大学で開くこととなりました．本学は安城学園に属

し，1912(明治 45)年に安城裁縫女学校として出発して，今年で創立 107 周年となります．建学の精神「真

心・努力・奉仕・感謝」の実践を教育の軸として，愛知学泉大学・家政学部とともに岡崎の地にキャン

パスを置いて，今日に至っています．現在では，従来の知・徳・体の教育の基本に加え，感性(直感力)・

行動特性の育成に力を注ぎ，「知・徳・体・感・行」の新しい教育モデルに基づいた教育を推し進めてい

ます．特に行動特性である「社会人基礎力」の養成では，本学の卒業要件とする独自のカリキュラムを

構築しています．	

	 スポーツ関連では大学・短大の合同チームである女子バスケットボール部が，安城学園女子短期大学

の時代から合わせるとインカレ優勝 18 回を誇っています．短大のカリキュラムとしては，昨年から食物

栄養学科でスポーツ栄養に力を入れることになりました．また隣接する岡崎城西高校と安城学園高校の

二つの系列校でも，陸上競技やソフトテニス，バスケットボールを中心として全国的に活躍しています．	

	 本学での学会大会を最後に，大学持ち回りとしての会場運営ではなくなります．そのような画期とな

る大会を，本学キャンパスで迎えることができることを大変嬉しく思う次第であります．この徳川家康

ゆかりの地に，多くの会員の皆さまがお越しくださることを，心よりお待ち申し上げます．	

	

【期	 日】	 2019 年 11 月 2 日（土）	 午前 9 時 30 分（受付開始）～	 午後 5 時 30 分	

【会	 場】	 愛知学泉短期大学（岡崎キャンパス 6 号館）http://www. gakusen.ac.jp	

≪公共交通機関≫	 ・名鉄・東岡崎駅	 スクールバスあり	

・名鉄・矢作橋駅	 徒歩 20 分	

≪自家用車≫	 	 駐車場あり約 400 台駐車できるスペースがあります．	

【参加資格】	

学会員	 学会員はどなたでも事前申込及び参加費なしで全ての企画に参加できます．	

非会員	 研究発表への参加を希望される非会員の方は，当日受付で『当日参加会員』の手続きを行

い，参加費 1,000 円をお支払いいただくことで，研究発表を含む全ての企画に参加できま

す．また，特別講演は一般公開企画となりますので，どなたでも事前申し込み及び参加費	

なしで参加することができます（記名帳に所属とお名前の記帳をお願いします）．	

【研究発表の申込書と抄録の提出締切日】	 	

2019 年 8 月 19 日（月）必着	 	 ※詳細は「演題募集要項」をご覧ください．	

【昼	 食】	 大学では用意できません．持参するか，車で 10 分のショッピングセンターや徒歩で 5 分の

コンビニエンスストアを利用するなどの対応をお願いします．	

	

	

	



  
【大会日程・プログラム】	

	 	 時	 間	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 内	 容	

9：30～	 受付（2 階ホール）	

10：00～12：00	 口頭研究発表（大講義室 R)	

ポスター掲示	

（大講義室 L）	

企業展示	

（大講義室 L）	

12：00～13：00	
理事会（632 教室）	

昼食・休憩	

13：00～15：00	 特別講演（大講義室 R）	

15：10～16：10	 総会（大講義室 R）	

16：20～17：30	 ポスター研究発表（大講義室 L）	

17：30～	 閉会の辞	 ポスター撤去	 展示撤去	

＊日程・プログラムは，研究発表の演題数などにより変更されることがあります.	

	

【特別講演】	

テーマ	 	 子どもの運動・スポーツ機会の貧困と格差	

講	 師	 	 清水紀宏	氏（筑波大学体育系	教授）	

企画趣旨	

1995 年以降，わが国では相対的貧困率および子どもの貧困率が上昇している．他方，経済の成熟化と

ともに，スポーツサービスの市場化と地域スポーツにおける受益者負担化が急速に進み，経済格差が子

どものスポーツへのアクセスに不平等を生じさせつつある．2012 年に制定されたスポーツ基本法では，

その前文において「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは，全ての人々の権利であり，日常

的にスポーツに親しみ，スポーツを楽しみ，又はスポーツを支える活動に参画することのできる機会が

確保されなければならない」と法理念が謳われた．従って，全ての子どもたちにスポーツへのアクセス

とそのアウトカムとしての一定水準の体力保障は，今や公共的課題となっている．しかしながら，わが

国の子どもをめぐるスポーツの現実は，平等性や公平性において深刻な問題が生じていることが予想さ

れる．そこで，本特別講演では「子どもの運動・スポーツ機会の貧困と格差」という観点をテーマに掲

げた．	

	

【大会事務局】	

学会大会委員長	 小栗和雄（岐阜聖徳学園大学）	

住所：〒501-6194	 岐阜市柳津町高桑西１－１	

電話：058-279-6796（小栗研究室直通）	 	 	

電子メール：oguri@gifu.shotoku.ac.jp	

学会ホームページ：http://www.tspe.jp/	


